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 12 月レポートで軽く学部の話について述べ

たが、2 月は私が交換留学生として通っている

UAM Iztapalapa の文化人類学部の話をしよう

と思う。メキシコで文化人類学の勉強がした

いと思う人がいた際に、参考になるといいの

だが。 

  

 UAM は正式名称を Universidad Autónoma 

Metropolitana （メトロポリタン自治大学）と

いい、メキシコシティ内にいくつかのキャン

パス（Unidad）を持つ。その中で、私は Unidad 

Iztapalapa で文化人類学部に交換留学生として

在籍している。以下、Iztapalapa キャンパスの

ことを UAMI とする。文化人類学部以外の接点

はないので、詳しい話はできないがいわゆる

理系学部も UAMI には存在する。コンピュータ

ーや、物理学、数学、化学、力学などの学部で

ある。他には経済学、哲学、社会学なども。 

 UAMI への行き方だが、個人的には、Metro 

Zapata 近くの Patio Universidad 前から UAM マ

ーク付きのペセロ（白と緑のちょっと汚いバ

ス：6.5peso）に乗って UAMI の正門近くまで行

っている。交通量にも寄るがざっと 40 分ほど。

UAM マークのバスより、Metro Constitucion 行

きのぺセロの方が多く、同じ値段でこちらは

Metro UAMI まで行ける。Metro UAMI までバス

で 40 分、そこから歩いて 15 分ほど。 

すべて Metro で行く場合は、CEPE からの移

動を想定すると、Copilco から Indios Verdes に

乗り Zapata で下車し、12 番線（Linea Dorado）

の Tláhuac方面に乗り換え Atlalilcoで下車し 8

番線（Linea Verde）Constitucion 1917 方面に乗

り換え UAMI で下車。 

 

 Iztapalapa はメキシコの人からも行くな、と

言われる場所であるが、午後 18 時ぐらいまで

なら問題ない。ただし、通ってはいけない道な

どもあるらしいので、私が Metro UAMI から大

学正門まで歩いている道のりを紹介したい。

稚拙な紹介で申し訳ないのだが、下の地図の

丸で囲んだ辺に正門がある。このピンクの線

で記した道をまっすぐ行けばいい。正門は学

生証を持っていない人は門番さんに声をかけ

ればおそらく入れてくれるはずだ。 

 

 各学部の授業については、担当の事務所が

あり、その事務所の近くに大抵その学部の授

メトロポリタン自治大学 イスタパラパキャンパス正門 
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業一覧が張り出されている。知っている範囲

だと、文化人類学部は F 棟、経済学、社会学は 

H 棟に事務所がある。 

 UAM は 3 学期制で、秋学期（9−11 月）冬学

期（12 月−3 月）春学期（4 月−6 月）に分か

れており、各学期の間に 1 週間の休みがある。

（が、ラスト 1 週間はテスト週間で授業週で

はないため、学校には行かなくていいことが

多く、実質 2 週間休みがある。） 

 

 以下、実際に履修したクラスの感想なので、

特に読む必要ないです。 

 冬学期には「Antropología Audiovisual」と

「Fotografía Etnográfica」の 2 科目を履修した。 

「Antropología Audiovisual」は映像人類学

（Visual Antropology）に関して、民族誌映画

（cine etnográfico ）や cinema vérite（シネマ・

ヴェレ「真実の映画」）を、実際に授業中に見

ることがメインであった。この授業の教授に

は秋学期にもお世話になっていたこともあり、

発音が明快でわかりやすいこと、授業内容も

映画に触れる良い機会であることから履修を

決めた。より専門的な内容になった点と、感覚

的なものを中心にした専門領域であったため、

難しくはあったが、民族誌映画は非常に興味

深いテーマである。 

「Fotografía Etnográfica」は写真を撮るにあた

っての理論と実践を学ぶ授業で、実践の時間

には露光やシャッター速度を、実際に一眼カ

メラを使いながら学ぶものであった。クラス

メイトとグループを組んで、お題に沿って何

枚か写真を撮りにキャンパスを歩くこともあ

ったのが印象的である。期末レポートは A4 五

枚＋写真 7 枚と重めではあったが、テーマは

自由であったため民族誌的なものであれば、

なんでもありだとおもう。 

 

授業選びの基準としては、もちろん学びた

い内容も重要だが、やはり先生との相性を最

重要視している。特に板書の文字が読めるか

どうか、話していることが聞き取れるかどう

か（発音以外にも話し方や声量に問題がある

ことも）で履修するかどうかを決めている。 

履修科目数としては、日本から来ている他

の交換留学生の話を聞いても 2 科目が多い。

メキシコの大学の授業は、1 つの授業につき、

１コマ 2 時間が 2 回あるため、週に 4 時間授

業がある。前述した映像人類学の授業は月水

の 10−12 時、写真の授業は金 10−14 時であ

った。個人的には、隔日週 3 で大学に通うのは

ちょうどいいと思う反面、もう少し予習復習

に時間を割きたいとも思うため、授業を 1 科

目に絞ることも検討中だ。通学時間や予習復

習の量などを考えて、履修の計画を立てたい

ところである。 

 

授業一覧の写真を載せるので、大学に興味

がある人は、ぜひざっと見てみてほしい。 
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文化人類学部 秋学期 

 

 

 

文化人類学部 冬学期 
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社会学部 冬学期 

 


